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［要約］ 科学技術リテラシーの発展に向けた技術教育と理数教育の連携・協働を考える一環として，数

学教育における実世界の扱いの現状を振り返り，それをもとに，連携・協働における共通性と独

自性を考察した。数学教育では教師・教科書ともに実世界の扱いが少ないという現状を踏まえ，

それらの改善のために連携・協働の理念を明確にすることを述べた。そして，技術教育と理数教育

の共通性を科学技術の可謬性・不完全性の認識や論理的な思考やコミュニケ―ション能力の育成に

求め，独自性を論理的な思考を例にとって考察した。そして，数学的な考え方，モデル化の考え方，

科学的な考え方，デザインの考え方が科学技術リテラシーの中心になると思われることを指摘した。 

［キーワード］ 科学技術リテラシー，数学教育，教師，教科書，教材 

 

１．はじめに 

科学技術リテラシーの発展に向けた技術教育

と理数教育の連携・協働は，これまでの議論から，

それぞれの教育の共通性と独自性の上に構築さ

れることが明らかにされ，そこで，その共通性と独

自性が具体的に提案されてきた。昨年は，筆者は

数学教育の立場から，技術教育への数学教育か

らのアプローチについて，その意義，利用・応用

可能性，数学的活動という 3 点から考察した。本

稿においては，技術教育と理数教育との連携・協

働の接点を，数学教育においては，実世界の扱

いと捉え，日本の数学教育における実世界の扱

いの現状を教師と教科書の面から見直し，その上

で，改めて，共通性と独自性について論じ，最後

に科学技術リテラシーの中心について考察する。 
 

２．日本の数学教育における実世界の扱い 

日本の数学教育において，実世界の扱いに関

する当面の課題として，教師教育と教科書を考察

し，そのあとで，教材開発に触れる。 

（１）算数・数学の教師の考え 

小中高校の算数・数学の教師は，実世界で使

われる能力や技能を重要だと評価している。2003
年度から 2004 年度にわたって行われた「算数・数

学教育の内容とその配列に関する調査」（長崎，

2005）では，「現実的な問題を算数・数学を使って

解くこと」が重要だとしたのは，小学校教師で 95%，

中学校数学科教師で94%，高等学校数学科教師

で 90%であり，「実験や観察で得られたデータに

基づいて予測すること」が重要だとしたのは，小学

校教師で 96%，中学校数学科教師で 94%，高等

学校数学科教師で 91%であった。しかし，実際の

指導場面では状況は違うようであり，「実世界の事

象をもとにして関数を考えさせる」ことを扱ったとし

た教師は，小学校教師で 70%，中学校数学科教

師で 81%，高等学校数学科教師で 54%であった。

教師は実際の場面で実世界を扱う準備はできて

いないようである。連携・協働のためには，理念面

と具体面での教師教育が欠かせない。 
（2）算数・数学教科書の記述 

日本の小中高校の算数・数学教科書は，諸外

国の教科書と比べると，実世界の扱いが少ない。

教科書研究センターによって 2008 年から 2012 年

にわたって行われた，11 か国（アメリカ，カナダ，イ

ギリス，フランス，ドイツ，フィンランド，オランダ，韓

国，中国，台湾，日本）の小中高校の算数・数学

教科書の国際比較調査では（教科書研究センタ

ー，2012），日本の教科書は，実世界の事象や他

教科の内容の扱いが少なく，また，職業との関連

や ICT の扱いは極めて少ないことが明らかにされ

た。日本の教師は教科書に依存する面が大きい

ことが IEA の調査で明らかにされており，連携・協

働のためには，教科書の革新も必要である。 
（3）実世界を意識した教材開発 

数学教育においては，実世界を意識した教材

134

ISSN 2186-3628 日本科学教育学会年会論文集 Vol.37(2013)



 

 

開発は，教育目標と課題場面とのどちらを優先す

るかで類型化ができそうである。これまでの教材

開発では，既存の算数・数学科のカリキュラムに

埋め込むもの（例えば，長崎，2001），カリキュラム

を意識せずに数学的内容が含まれる課題場面を

取り上げるもの（例えば，イギリスのボールトら，

1992），判断力などの能力の育成を目指した総合

的なカリキュラムを指向したもの（例えば，西村，

2013）などがある。教育目標を優先すると，選択す

る課題場面が不自然になったり困難になったり，

一方で，課題場面を優先すると，必要な数学的な

内容や能力が既存のものに合わなくなる。教師教

育も教科書開発も，その連携・協働の理念を明確

にしておかないと，教材開発が子どもの興味・関

心を引くためだけのものになりかねない。 
 

３．共通性と独自性：その再訪 

技術教育と理数教育が，科学技術リテラシーと

して共通に目指すことは，その大きな考え方として，

科学技術の社会における役割や科学技術の可謬

性・不完全性の認識があり（科学技術の智，2008；
Ernest，1991），能力としては，いわゆるジェネリッ

クスキルと言われている論理的な思考力，コミュニ

ケーション能力などがあろう（日本学術会議，

2010；国立教育政策研究所，2013）。 

論理的な思考力はジェネリック（汎用的）なスキ

ルではあるが，科学，技術，数学にとっては，それ

ぞれの本質が独自性をもたらしていると思われる。

科学の場合には，論理的な思考は仮説に対する

実験・観察による検証性によって支えられ，それ

が予測を可能にし，技術の場合には，論理的な

思考は個々の状況に応じた最適性を求めて，そ

れはトレードオフなどの考え方となり，数学の場合

には，論理的な思考は演繹による普遍性を求め

て，それは命題の全称性に表われる。 

また，実世界における探究活動では，その独自

性は，例えば，技術のデザインと数学の数学的モ

デル化に表われていると思われる。技術では実世

界をデザインする活動（科学技術の智，2008）が

大きな役割を演じ，数学では，実世界を基にした

数学的モデル化の活動が鍵となる役割を演じる。 

 
４．おわりに 

技術教育と理数教育，特に，数学教育との連

携・協働を4年間考えてきた。このことを通して，そ

れぞれの教育が，現代社会，特に科学技術社会

を見直す大きな柱となっており，そこでは科学技

術の可謬性・不完全性の認識が鍵となっているこ

とを改めて認識した。一方で，現実には，それぞ

れの教育は，特に数学教育は，現代の日本の試

験社会の制約の中で，実世界から離れた知識や

技能の記憶に傾きがちである。古くから言われて

いることではあるが，社会と人間個人の教育的な

調和をいかに図るかが問われているとも言えよう。 

最後に，改めて，技術におけるデザインに関わ

る活動に目を向けておきたい。教育研究では，最

近，デザイン研究（例えば，益川，2012）の重要性

が言われている。これは，デザイン科学または「人

工物の科学」（サイモン，1999）である。科学技術リ

テラシーにとって，共通に目指すものとともに，独

自なものとして，数学教育における数学的な考え

方，数学的モデル化，理科における科学的な考

え方，技術における技術的な考え方としてのデザ

インの考え方などのための活動を大切にしたい。 
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